
御

挨

拶

謹
啓日

頃
よ
り
私
の
政
治
活
動
に
際
し
、
絶
大
な
る
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

先
般
行
わ
れ
ま
し
た
習
志
野
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
多
く

の
市
民
の
皆
様
か
ら
の
信
託
を
い
た
だ
き
、
二
期
目
の
当
選
を
果
た
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

日
本
全
体
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
習
志
野
市
も
今
後
本
格
的
な
人
口
減
少
社

会
、
少
子
超
高
齢
化
に
突
入
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
中
で
、
今
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
柔

軟
な
対
応
、
自
立
的
都
市
経
営
の
推
進
、
そ
し
て
自
治
体
間
の
競
争
を
勝
ち
抜

い
て
い
く
事
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

多
く
の
皆
様
か
ら
「住
み
た
い
ま
ち
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」と
し
て
選
ば
れ
続
け

る
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

謹
白

令
和
元
年
六
月
吉
日

習
志
野
市
議
会
議
員

関
根
洋
幸

※

公
職
選
挙
法
第
１
７
８
条
に
よ
り
御
礼
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

今こそ
若い力で
新しい習志野。

令和元年6月発行
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投票区別投票結果について

上記が先般行われました習志野市長・市議会議員選挙の各投票所毎の投票率になります。
前回の投票率よりも約３％下げ、過去最低の投票率となっております。
習志野市にお住いの方の約６割近くは投票に行きません。

これは、度重なる不祥事等による政治不信の蔓延や、「誰がやっても同じ。誰がやっても変わらな
い。」という一種の諦めの声も聞こえてきます。
しかしながら、今の状況が決して良いとは思いません。

これからの時代、官民一体となってまちづくりに取り組まなければ、今後習志野市に起こりうる
様々な問題や課題に対応出来ません。

私関根ひろゆきは皆様から頂いた二期目の任期をしっかりと全うし、市民の皆様に寄り添い、理
解していただける開かれた議会、市民の方々と協力し合える協働型社会の構築を目指し、日々
邁進してまいりますので、今後とも変わらぬご支援、ご指導の程よろしくお願い致します。


